
総論① 人口 地域を支える基礎的な条件となる人口について、年齢階級別に推移を既観します。 熊本県芦北町

①人口推移

・総人口と年齢３区分別人口の推移を示しています。
・「総人口のピーク」「老年人口の増加傾向」等自地域の人口変化の概要を把握できます。

③自然増減・社会増減の推移

・現在までの人口推移に「出生・死亡による自然増減」「転入・転出による社会増減」の２つの要因
が与えた影響を確認できます。

②人口ピラミッド

・男女別・５歳階級別にピラミッドで表示しています。
・将来の高年齢者層の大きさ、生産年齢人口の減少等も感覚的に把握することができます。

④From-To分析（定住人口）

・自らの自治体にどの自治体からの人口移動（転入及び転出（住民票上の移動））が多くあったかを、
円グラフで把握することができます。

【20３０年推計】
総人口 1１,９９４人
年少人口 956人
生産年齢人口 4,876人
老年人口 6,192人

【２０２６年１月１日】
総人口 １４,５３３人
男 ６,９０２人
女 7,631人
65才以上 ６,９９１人

【2024年】
自然増減 -289人
社会増減 -124人  
人口増減 -413人

【2024年】



総論② 産業 地域産業に関する全体的な傾向を、事業者数、産業大分類別構成比等により概観します。 熊本県芦北町

①企業数・従業者数・売上高・付加価値額の推移

・地域産業全体の推移を、企業数、従業者数、売上高、付加価値額の推移により概観します。

【企業数】

【20１２年】
39,868百万円

【20１６年】
42,559百万円

【202１年】
42,939百万円

【20１２年】
556社

【20１６年】
478社

【202１年】
437社

【売上高】

【従業者数】

【20１２年】
４,５３７人

【20１６年】
５,０２３人

【2021年】
4,776人

※【20２０年】
令和２年７月豪雨

【付加価値額】

【20１２年】
１１,４８９百万円

【20１６年】
１５,９０７百万円

【2021年】
１５,２６３百万円



総論③ 地域経済循環 熊本県芦北町

・生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値であり、地域経済の自立度を示している。（値が低いほど他地域から流入する所得に対する依存度が高い。）



総論④ 産業大分類別に見た付加価値額 熊本県芦北町

・付加価値額の面から、自地域において稼ぐ力の大きな産業を概観します。

・従業者とは、当該企業、事業所に所属して働いている全ての人をいう。 ・付加価値額＝売上高－費用総額＋給与総額＋租税公課 ・労働生産性は「付加価値額」÷「従業者数」で算出している。
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